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①第二者評価機関

福祉サービス評価センターおおいた

②第二若評価実施期日

今和7年 11月 18日

③事業者情報

④総評

名称 社会福祉法人

児童養護施設

庄内厚生館

山家学園

種房ll i  児童養護施設

代表若氏名 理事長 伊藤 秀海 定員 (利用人数):
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６
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名

( )名

所 在 地 :人分県由布市庄内町東長宝601番地

電話番号:097-582-0451

◇評価の高い点

【中。長期的なビジヨンと計画が明確にされている。】

・法人全体として、安定した経営基盤を確立し、恒常的に皮質な安全・安鷲な福社サービス

を提供していくため、「庄内厚生館ビジョン2026～ NEXT80～ 」(今和4年から今和8年 )が

策定されており、解決すべき課題等を明確にし、施設運営に取り組んでいる。

また、計画の構成は、法人本部計画と施設計画とに分かれて構成されており、当施設を

取り巻く現状と課題、当施設の実施施策と取組方向性等の項目を明記して、経営環境と

経営状況の把握・分析等を踏まえた中・長期計画が策定されている。

【職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取り組んでいる。】

・法人全体として働きやすい職場づくりを目指しており、人事・福汗ll厚生制度 Rこじいろ」を定め

ワークライフバランス(仕事と生活の両立)に配慮した職場環境づくりに取り組んでいる。

また、職員の定着率とモチベーシヨンを高めるために、スマートフォンアプリで勤怠管理や

有給休暇取得状況がわかるシステム、職員相談宣の設置、定期的なストレスチエック、

有給休暇取得10日 以上等々で職員の総合的な福オ1厚生に取り組んでいる。法人は

職員の健康管理を経営的な祝点で捉えた「健康経営優 R法人2025」 に調定されている。

見に、プラチナくるみん諷定も取得している。



【子どものプライバシー保護に西己慮した養育・支援が行われてtヽる。】
。子どものプライバシー保護につヽヽては、マニュアメレlこもとづいて奏育・支援が実施されており、

職員への研修によりその理解が図られている。2022年 6月 に新築移転した施設は、

生活の場にふさわしWl夫適な自然環境と、一人部屋でプライバシーが確保できる住居環境が

整備されている。また、子どもに向けて個別にパウングリー教育も実施している。なお、保護者

には、プライバシーに関する同意書を作成し、説明をしてから同意を得ている。

【子どもが安定した社会生活を送ることができるようリービングケアと込所後の支援に積極的に

取り組んでいる。】
・自立支援担当職員を中ミに、込所後もアフターケアができるようにしている。
・卒園生と交流会を年1口実施してとヽる。

・施設が外アパートや施設内宿泊施設で一人暮らし体験を実施している。

【生活のいとなみを通して、基本的生活習慣を確立するとともに、社会常識及び社会規範、

様々な生活技術が習得できるよう養育・支援している。】

・基本的生活習慣の確立のため、日々の生活で時間を守ることや身だしなみなど生活の

中に浸透させ支援をしている。

・高校生は社会性を習得するためアルバイトを推奨し、中学生には部活動を推奨している。

・高校生を対象にSNS学 習を実施
・ソーシャルスキルトレーニングの積極的な参加をしてモヽる。

③第二若評価に対する事業者のコメント

公表を受け、より皮いサービス提供に努めてまいります。

③各評価項目にかかる評価結果傷J紙 )


